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発注者から評価されるツールに成長ＮｉＸ　ＪＡＰＡＮ　①

けん引する東京本社構造部構造橋梁グループ
ＢＩＭ／ＣＩＭ導入ステージの推移
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　７月１日に社
名変更した総合
建設コンサルタ
ントのＮｉＸ　
ＪＡＰＡＮ（富
山市、旧新日本
コンサルタン
ト）が、ＢＩＭ
／ＣＩＭを効果
的に活用し、業

務成績の評価点アップにつなげている。
年度に埼玉県発注業務の最高点を獲
得、年度は水資源機構や東京都から優
良表彰を受けた。ＢＩＭ／ＣＩＭ推進室
長を務める升方祐輔空間情報部部長は
「発注者から評価されるツールとしてＢ
ＩＭ／ＣＩＭを使いこなしていく」と手
応えを口にする。
　年７月にＢＩＭ／ＣＩＭ推進室を立
ち上げた。愛用するオートデスクの汎用
（はんよう）ＣＡＤ『ＡｕｔｏＣＡＤ』
を使い、３次元設計に取り組んでいた４
人をコアメンバーに位置付け、試行的に
活動を始めた。翌年には人材育成にも乗

り出し、実業務での導入を少しずつ増や
しながらＢＩＭ／ＣＩＭの経験値を積ん
できた。
　活動当時は、国土交通省のＢＩＭ／Ｃ
ＩＭ原則適用時期が年度に２年前倒し
され、建設コンサルタント各社が導入準
備に力を注いだ時期でもあった。同社は
「劣勢技術の回復」を掲げ、ＢＩＭ／Ｃ
ＩＭ活用にかじを切った。当初の推進室
は社内の受け皿として、相談事や業務の
一部を引き受ける外注組織として位置付
けてきた。
　升方氏は「技術者自身がＢＩＭ／ＣＩ
Ｍを必要視し、自立した使い方をしなけ
れば、効果を引き出すことはできない」
と考え、社内の各グループが主体的に取
り組むように方向転換した。技術者一人 ひとりが活用目的をきちんと定め、それ

を実現するために必要な情報をどう取
得、加工し、運用していくか。そのため
に必要なソリューションがあれば積極的
に整備する方針も掲げた。「いまは運用方
法とソリューションを駆使し、業務に合
う形に最適化する」ことを目指している。
　導入から３年が経過し、まだ温度差は
あるものの、構造、道路保全、流域保全、
上下水道、計測、都市環境の各グループ
では活用が着実に進んできた。年度を

「実践ステージ」と定め、ＢＩＭ／ＣＩ
Ｍを効果的に「使う」ことを目標付けた。
これまではＢＩＭ／ＣＩＭデータを「作
る」ことに注力していた。何のためにＢ
ＩＭ／ＣＩＭを活用するべきかを技術者
一人ひとりがしっかりと考えることを明
確化した。
　升方氏は「役立つことに気が付けば、
自然と普及していく」と考えている。若手
からベテランまで年齢や経験を問わず、
技術者が「ＢＩＭ／ＣＩＭを自分事化す
る」ことを重要視している。年度の活
動方針として、業務の計画段階からＢＩ
Ｍ／ＣＩＭ活用の目的を定め、業務プロ
セスと結果の見える化を掲げた。毎月の
トップミーティングでは、各グループの
取り組み状況を報告する場を設け、成功
事例を全社に水平展開する試みもスター
トした。
　社内では、各グループをけん引するよ
うに、東京本社構造部の構造橋梁グルー
プが先頭に立ってＢＩＭ／ＣＩＭ活用を
推進している。その成果として、業務成

績の評価点も向上してきた。年度は埼
玉県発注の橋梁耐震補強設計で、その年
の最高点となる評価点を獲得した。
年度には水資源機構発注の管理耐震補強
実施設計と東京都水道局発注の水管橋耐
震補強設計で、いずれも点を獲得し、
それぞれ優秀表彰も受賞した。升方氏は
「担当者が業務の円滑化に向け、ＢＩＭ
／ＣＩＭをどう活用すべきかを考え、実
践してきた成果が業務成績アップという
目に見える〝カタチ〟となっている」と
強調する。
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施工課題の見える化で設計最適化ＮｉＸ　ＪＡＰＡＮ　②

施工ステップで補強方法を検証

複雑な既設構造を３次元で把握

橋全体の状況を３次元で見える化

　ＮｉＸ　ＪＡ
ＰＡＮ（富山市、
旧新日本コンサ
ルタント）のＢ
ＩＭ／ＣＩＭを
けん引している
東京本社構造部
の構造橋梁グル
ープは、メンバ
ー人全員がオ

ートデスクの汎用（はんよう）ＣＡＤ
『ＡｕｔｏＣＡＤ』の３次元機能を使い
こなす。年度から一般図を３次元で
描くことをグループ内で決めた。丸山貴
弘担当課長は「３次元モデルを使い、施
工時の課題や問題点を明らかにし、設計
の最適化を突き詰めている」と説明する。
　水資源機構発注の管理橋耐震補強実施
設計では、資材搬入の位置取りまでこま
かく検証した。４次元シミュレーション
を使って施工ステップも再現し、発注者
側とは施工時の課題を共有し、それを設
計に反映した。「発注者側から現況の点
群データを提供されたことも下支えにな

った」と振り返る。
　東京都水道局発注の水管橋耐震補強設
計では、橋梁の一部がフェンスで囲われ
ており、既設の構造を細かく把握する上
で全体を３次元モデル化し、最適な補強
方法を検証した。周囲の既設構造物との
取り合いも把握でき、施工時の課題だけ
でなく、補強後の状況も事前に見える化
した。
　両業務はともに業務成績点を獲得
し、発注者から優秀表彰を受けた。構造
技術本部長の戸田一夫取締役執行役員は
「いずれの業務も、発注者とのコミュニ
ーションツールとしてＢＩＭ／ＣＩＭを
活用している。従来の２次元では設計を
進めながら細かく状況を報告できないだ
けに、密に情報共有を進めたことが高評

価につながった」と考えている。
　埼玉県から受託した現在進行中の橋梁
耐震補強基本設計では、長さ㍍に渡
る道路橋全体をＢＩＭ／ＣＩＭモデルで
見える化している。構造部分も細部まで
モデル化し、重点的に補強すべき箇所の
把握とともに、資機材の搬入経路も検証
中だ。丸山氏は「細かい部分まで再現す
ることで、事前に施工時の課題検証が可

能になり、発注者と密な打ち合わせ
ができている」と説明する。
　このように同社は、受託した業務
の内容から、設計者として取り組む
べき役割を見定め、それを実現する
手段としてＢＩＭ／ＣＩＭを活用し
ている。単に設計図面を仕上げるの
ではなく、施工段階を見据え、どの
ように設計することが最善であるか
を考えている。ＢＩＭ／ＣＩＭ推進
室長の升方祐輔空間情報部部長は
「そうした技術者一人ひとりの前向
きな業務への取り組み姿勢が、業務
成績の向上につながっている」と分

析している。
　構造橋梁グループでは、年度に埼玉
県発注の橋梁補耐震補強設計で、その年
の業務最高得点となる点を獲得するな
ど、ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の成果として業
務成績の向上が鮮明になっている。ただ、
これまでＢＩＭ／ＣＩＭ活用の発注者指
定業務はなく、あくまでも自らの業務最
適化ツールとしてＢＩＭ／ＣＩＭを活用

し、自主的に取り組んできた。
　戸田氏は「ＢＩＭ／ＣＩＭの活用によ
る成果として業務成績の向上効果が見ら
れるものの、実は発注者との協議時間短
縮や、設計変更の手戻りが大幅に減るな
ど、目には見えない部分での効果がとて
も大きな成果」と分析している。同社で
はＢＩＭ／ＣＩＭ導入にかじを切ったこ
とをきっかけに、業務に対する意識変化
が広がり始めている。現在、構造橋梁グ
ループが手掛けている国土交通省の直轄
業務では、将来を見据えた新たな試みに
もチャレンジしている。
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維持管理向けデータベース構築に挑むＮｉＸ　ＪＡＰＡＮ　③

維持管理３次元モデル

既設構造との取り合いを見える化

モデルに損傷画像を付加

　ＮｉＸ　ＪＡ
ＰＡＮ（富山市、
旧新日本コンサ
ルタント）は、
国土交通省の橋
梁点検業務で、
維持管理段階の
ＢＩＭ／ＣＩＭ
データ活用に取
り組んでいる。

東京本社構造橋梁グループの雷暁宇係長
は「３次元モデルの中に点検情報を集約
した維持管理データベースの構築にもチ
ャレンジしている」と明かす。
　点検対象の橋梁を３次元モデル化し、
そこに近接目視の調査で把握した点検結
果の情報をひも付けていくもので、小さ
な損傷も含め、その全てをモデルに反映
することにより、補修時に的確な位置を
把握でき、補修後の工事情報を反映すれ
ば、その後の履歴管理が可能だ。「この
モデルを発展させ、新たな維持管理ツー
ルとして確立したい」と力を込める。
　年度からＢＩＭ／ＣＩＭ原則化が

スタートした。国土交通省では調査から
設計、施工、維持管理に至るまで一貫し
てＢＩＭ／ＣＩＭデータが円滑につなが
る姿を目指している。インフラ分野のＤ
Ｘ推進にも本格的に乗り出したことか
ら、土木構造物をどう有効に使っていく
か、完成後に構造物を利活用するインフ
ラサービスの視点でも新たな仕掛けづく
りが求められている。管理面では国土強
靱化方針を背景に、インフラ構造物の定
期点検が義務化され、業務の効率化が求
められるだけに、点検のデジタル化は有
効な手段になり得る。
　同社では、橋梁点検の結果を３次元モ
デルの属性情報としてひも付けていく過
程で、いくつかの課題にも直面している。
業務ではオートデスクの汎用（はんよう）
ＣＡＤ『ＡｕｔｏＣＡＤ』と土木設計ツ
ール『Ｃｖｉｌ　３Ｄ』を使い、維持管

理３次元モデルに点検結果を属性として
付与している。構造モデルの上に情報を
ひも付けているが、橋梁の損傷は外面の
塗装部分と内側の構造部分で異なる。そ
れをどう分かりやすく示せるか。ひび割
れが生じている部分も構造物内部で広が
っているケースもある。維持管理情報の
効果的な表現方法も新たなテーマとして
検討を進めている。
　丸山貴弘担当課長は「維持管理段階で
必要な情報を見極めなければ、せっかく
構築した維持管理モデルが使えないもの
になってしまう。今後の定期点検や維持
補修にも使っていける最適な枠組みを構

築していきたい」と語る。
業務では気になる損傷に
ついて、３次元モデルに
現況画像を付与する工夫
も進めており、発注者と
の協議ではモデルをベー
スに今後の補修方法につ
いての協議が円滑に進み
始めたという。

　このように同社では、技術者が最適な
ＢＩＭ／ＣＩＭの活用方法とは何かを常
に見据えながら取り組む姿が現れ始め
た。ＢＩＭ／ＣＩＭ推進室長の升方祐輔
空間情報部部長は「次工程のことを踏ま
え、最適解を出していくことがわれわれ
のＢＩＭ／ＣＩＭの使い方」と説明する。
社内をけん引する構造橋梁グループで
は、先行するようにＢＩＭ／ＣＩＭデー
タを「使う」意識が定着し、重点テーマ
となる「ＢＩＭ／ＣＩＭの自分事化」が
着実に広がり始めている。
　構造技術本部長の戸田一夫取締役執行
役員は「技術者がＢＩＭ／ＣＩＭ活用を

実践することで、業務上で気付かなかっ
たものが見えるようになり、それが業務
の新たな視点につながっている」と手応
えを感じている。年度から取り組む人
材育成は着実に進展しており、３次元設
計の取り組みが全社に定着すれば「ＢＩ
Ｍ／ＣＩＭ活用の新たなステージに入れ
る」と確信している。
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業務見える化で発注者との協議円滑にＮｉＸ　ＪＡＰＡＮ　④

付加価値としてＢＩＭ／ＣＩＭを活用

年度から教育支援プログラムをスタート

（左から）丸山氏、横田氏、升方氏、戸田氏、
雷氏、石井氏

　ＮｉＸ　ＪＡ
ＰＡＮ（富山市、
旧新日本コンサ
ルタント）が、
年度に水資
源機構の優秀表
彰を受けた管理
耐震補強実施設
計業務は、東京
本社構造部構造

橋梁グループの雷暁宇係長と横田真育主
任の２人が担当した。社内で運用するＢ
ＩＭ／ＣＩＭ教育支援プログラムを受講
し、３次元ツールの操作方法を学び、業
務に挑んだ横田氏は「初めての３次元で
苦労したが、イメージしながら業務を進
められる見える化の有効性を知ることが
できた。何よりも経験豊富な先輩がいる
安心感が大きかった」と振り返る。
　ペアを組んだ雷氏は、学生時代から３
次元ＣＡＤの経験を積んできた。年度
に埼玉県発注業務評点で点という最高
得点を獲得した橋梁補修工事耐震補強設
計業務の担当者でもある。「業務の見え

る化によって、発注者との協議を円滑化
できる点がＢＩＭ／ＣＩＭの利点だけ
に、実践しながら３次元の使い方を覚え
ていくことがとても有効」と考えている。
　同社は、オートデスク製品の販売代理
店である大塚商会の協力を経て、年度
から教育支援プログラムの運用を始め
た。汎用（はんよう）ＣＡＤ『Ａｕｔｏ
ＣＡＤ』やＢＩＭ／ＣＩＭソフト『Ｃｉ
ｖｉｌ　３Ｄ』に加え、ＢＩＭソフト
『Ｒｅｖｉｔ』、コンセプトデザインソ
フト『ＩｎｆｒａＷｏｒｋｓ』、３次元ビ
ューアツール『Ｎａｖｉｓｗｏｒｋｓ』、
ビジュアルプログラミングツール『Ｄｙ
ｎａｍｏ』を対象に計の受講プログラ
ムを取りそろえる。

　技術者が自主的に受講する枠組みとし
て運用しており、これまでに代から
代の技術者を中心に延べ人が受講し
た。大塚商会のエンジニアが講師役を務
め、ツールの有効な操作方法を伝授して
いる。大塚商会城西営業部ＣＡＤ販売１
課の寺本康弘係長は「業務の中でどう使
っていくか、具体的にイメージを持ちな
がら取り組んでいる姿勢が他社との違
い」と説明する。
　ＮｉＸ　ＪＡＰＡＮでＢＩＭ／ＣＩＭ
推進室を務める升方祐輔空間情報部部長
は「人材教育の成果として、先行する構
造橋梁グループ以外でも業務の中にＢＩ

Ｍ／ＣＩＭ活用の流れが広がり始めてい
る」と強調する。上下水道グループでは
配管類まで３次元モデル化した上で耐震
補強方法を計画立案している。自主的に
ＢＩＭ／ＣＩＭチームをつくり、国土交
通省直轄業務を中心に３次元データ活用
に乗り出した流域保全グループの石井正
人担当次長は「施工ステップによる検証
を踏まえ、設計の最適化を進める事例も
あり、若手を中心にＢＩＭ／ＣＩＭ活用
が活発化している」と説明する。
　構造技術本部長の戸田一夫取締役執行
役員は「これまでモデルをつくることに
力を注いできたが、これからは各グルー
プが業務の中でモデルを積極的に使って
いくフェーズに入る」と強調する。社内
をけん引する構造橋梁グループではデー
タ連携をテーマに、オートデスクのコラ
ボレーションツール『ＢＩＭ』を実
業務で集中的に活用する試みもスタート
した。丸山貴弘担当課長は「発注者や関
係者との情報共有を円滑化する手段とし
て、有効なツールになる」と考えている。

　３年前にかじを切った同社のＢＩＭ／
ＣＩＭ活用は、業務の最前線で活動する
技術者一人ひとりの意識改革を生むきっ
かけとなっている。先陣を切る構造橋梁
グループでは業務成績アップの成果が目
立ってきた。升方氏は「各グループで年
間１件は優良表彰を受けられるように、
業務ツールとしてＢＩＭ／ＣＩＭを最大
限に活用してもらいたい」と力を込める。
　　　　　　　　　　　　　　（おわり）
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